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主な項目

左側：長野国有林整備協会 花見会長、中央：中部局 木局長、右側：名古屋造林素材生産事業協会 牧野会長

森林被害対策ボランティア制度に関する協定締結
（Ｐ２に関連記事）
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［
森
林
整
備
課
］
十
二
月
二
日
、
中
部
森
林
管

理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、「
中
部
森
林
管
理

局
森
林
被
害
対
策
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
関
す

る
協
定
」
が
、
中
部
森
林
管
理
局
長
と
長
野
国

有
林
森
林
整
備
協
会
会
長
並
び
に
名
古
屋
造
林

素
材
生
産
事
業
協
会
会
長
と
の
間
で
、
調
印
・

締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
森
林
病
虫
獣
害
及
び
気
象
害

等
（
以
下
「
森
林
被
害
」
と
い
う
。）
の
防
止

に
向
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
す
る
新
た
な
取

組
で
あ
り
、
中
部
森
林
管
理
局
が
管
理
す
る

六
十
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
国
有
林
野
に
お
い

て
、
発
生
若
し
く
は
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
森
林

被
害
に
つ
い
て
、
迅
速
か
つ
円
滑
に
森
林
被
害

対
策
及
び
予
防
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
森
林

被
害
対
策
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
関
す
る
活
動

の
基
本
事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

協
定
相
手
方
で
あ
る
両
協
会
に
は
、
森
林
被

害
対
策
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
さ
れ
た
方

を
、
森
林
管
理
署
長
等
か
ら
の
協
力
要
請
に
基

づ
き
派
遣
し
、
収
集
し
た
情
報
を
と
り
ま
と
め

て
、
森
林
管
理
署
長
等
に
報
告
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

な
お
、
登
録
さ
れ
た
森
林
被
害
対
策
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
内
容
は
、
①
森
林
被
害
の
状
況

把
握
及
び
情
報
収
集
②
山
火
事
発
生
危
険
期
等

に
お
け
る
森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
③
国
民
の
森
林
ク

リ
ー
ン
月
間
（
七
月
）
に
お
け
る
廃
棄
物
不
法

投
棄
予
防
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
④
局
署
に
災

害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
山
火
事
等
の
状
況

把
握
、
二
次
災
害
防
止
の
た
め
の
立
入
禁
止
等

の
応
急
措
置
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、「
国
民
の
森
林
」

を
具
現
化
す
る
取
組
と
し
て
、
公
益
重
視
の
管

理
経
営
の
一
層
の
推
進
、
森
林
・
林
業
再
生
へ

の
貢
献
等
に
向
け
た
現
場
管
理
機
能
の
強
化
並

び
に
林
野
火
災
及
び
不
法
投
棄
の
防
止
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
や
松
く
い
虫
、
ナ
ラ
枯
れ
等
に
よ
る
病

虫
獣
害
に
よ
る
被
害
防
止
の
た
め
の
取
組
が
必

要
と
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
制
度
を
活
用
し
た
情
報
に
基
づ
き
、
迅
速
か

つ
円
滑
に
森
林
被
害
対
策
及
び
予
防
対
策
を
講

じ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
東
濃
暑
］
十
一
月
二
日
、
東
濃
森
林
管
理
署

庁
舎
の
移
転
十
周
年
を
記
念
し
て
、
中
津
川
市

及
び
地
元
協
議
会
等
の
主
催
に
よ
る
感
謝
状
の

贈
呈
式
と
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
東
濃
署
が
地
域

振
興
に
寄
与
し
た
と
し
て
、
中
津
川
市
長
か
ら

中
部
森
林
管
理
局
長
へ
、
付
知
町
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
長
か
ら
東
濃
署
長
へ
、
地
元
産
ヒ
ノ
キ

で
額
装
さ
れ
た
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
協
議
会
の
早
川
正
人
会
長
か
ら
、

「
東
濃
署
は
、
明
治
十
九
年
に
付
知
村
橋
詰
に

岐
阜
大
林
区
署
付
知
派
出
所
と
し
て
開
所
さ
れ

て
以
来
、
地
場
産
業
の
振
興
及
び
地
域
社
会
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
い
つ

の
時
代
も
森
林
管
理
署
の
存
在
は
、
地
域
住
民

と
と
も
に
、「
木
の
町
付
知
」
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
十
五
年
に
現
庁
舎
が
新
築
さ
れ
、
こ
の
度
十

周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
に
地
域
の

有
志
・
団
体
が
集
ま
り
、
感
謝
の
意
を
表
す
と

と
も
に
、
森
林
管
理
署
と
地
域
の
連
携
が
更
に

協定書調印の様子（テレビ取材も）

協定書調印後の握手

記念植樹後の記念写真

市から次長へ感謝状が

森
林
被
害
対
策
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�
制
度
に
関
す
る
協
定
締
結

地
域
か
ら

　感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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伸
展
す
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。」
と
、
心
の

こ
も
っ
た
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
元
中
学
生
ら
と
と
も
に
中
津
川

市
の
木
「
コ
ウ
ヤ
マ
キ
」、
旧
付
知
町
の
木

「
ヒ
ノ
キ
」、
岐
阜
県
の
木
「
イ
チ
イ
」
な
ど
四

種
類
五
本
の
苗
木
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
国
有
林
内
を
散
策
す
る
「
つ
け
ち

ハ
ツ
ラ
ツ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
参
加
者
約
百
名

も
出
席
す
る
中
で
和
や
か
に
行
わ
れ
、
山
元
中

部
局
次
長
と
間
島
東
濃
署
長
が
御
礼
と
感
謝
の

気
持
ち
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
回
、
多
く
の
方
々
に
、
地
域
と
東
濃
署
の

か
か
わ
り
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
当
署
と
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、

「
こ
こ
に
森
林
管
理
署
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」

と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
域
の
声
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

の
思
い
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

 

［
中
信
暑
］
中
信
森
林
管
理
署
は
、
中
房
国
有

林
で
の
、
人
工
林
ヒ
ノ
キ
上
層
木
百
九
年
生
、

下
層
木
三
十
年
生
か
ら
な
る
複
層
林
箇
所
で
、

低
コ
ス
ト
・
高
効
率
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
育
成

受
光
伐
作
業
を
行
っ
た
「
施
業
モ
デ
ル
林
」
と

し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
森
林
作
業
道
の
新
た
な
技
術
の

普
及
と
定
着
に
向
け
て
の
取
組
と
し
て
、
十
一

月
十
四
日
に
森
杜
（
も
り
も
り
）
産
業
株
式
会

社 

田
邊 

由
喜
男
氏
を
講
師
に
迎
え
、
現
地
検

討
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

傾
斜
約
三
十
度
以
上
の
林
地
で
は
従
来
、
波

形
線
形
と
ス
イ
ッ
チ
カ
ー
ブ
等
に
よ
り
作
設
し

て
き
た
森
林
作
業
道
に
つ
い
て
、
幅
二
・五

メ
ー
ト
ル
以
下
で
縦
断
勾
配
を
十
度
前
後
に
一

定
に
抑
え
て
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
運
搬
効
率
と
安

全
性
を
高
め
る
手
法
を
取
り
入
れ
た
森
林
作
業

道
の
作
設
方
法
と
、
新
手
法
に
よ
り
作
設
さ
れ

た
森
林
作
業
道
で
の
フ
ォ
ワ
ー
ダ
「
や
ま
び

こ
」
最
大
積
載
量
三
・一
ト
ン
に
よ
る
積
み
込

み
・
運
搬
・
荷
下
ろ
し
作
業
な
ど
の
実
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
長
野
県
内
の
行
政
関
係
者
、
林
業

事
業
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
中
部
局
管
内
の
職
員
約

六
十
名
は
、
パ
イ
プ
類
を
利
用
し
た
排
水
方
法

や
表
土
ブ
ロ
ッ
ク
積
、
丸
太
に
よ
る
土
留
め
及

び
カ
ー
ブ
の
作
設
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
毎
で
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
の
湧
水
地
で
の

施
工
方
法
や
カ
ー
ブ
の
設
置
方
法
及
び
「
や
ま

び
こ
」
の
操
作
方
法
等
に
つ
い
て
の
質
問
に
、

講
師
か
ら
詳
細
な
作
設
手
法
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
施
業
モ
デ
ル
林
は
、
今
後
、
高
齢
級
の

人
工
林
ヒ
ノ
キ
複
層
林
に
お
け
る
低
コ
ス
ト
・

高
効
率
シ
ス
テ
ム
で
の
モ
デ
ル
箇
所
と
し
て
中

信
地
方
の
国
有
林
、
民
有
林
の
研
修
視
察
の
場

に
活
用
す
る
考
え
で
あ
り
、
生
産
コ
ス
ト
や
伐

採
、
搬
出
に
伴
う
保
残
木
の
損
傷
状
況
等
も
調

査
研
究
し
て
い
く
考
え
で
す
。

 

［
北
信
暑
］
北
信
署
で
は
、
中
部
森
林
管
理
局

管
内
で
は
初
め
て
と
な
る
生
産
（
皆
伐
）
か
ら

造
林
（
植
付
）
ま
で
を
一
貫
作
業
で
発
注
す
る

協議会長から東濃署長へ感謝状が

山元次長と地元中学生

森林作業道作設実演

フォワーダ「やまびこ」作業実演

施
業
モ
デ
ル
林

　
　
　

施
業
モ
デ
ル
林

　
　
　

現
地
検
討
会
を
開
催

「
生
産
と
造
林
の

　
　
　一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」

「
生
産
と
造
林
の

　
　
　一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」

現
地
説
明
会
を
開
催
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こ
と
に
よ
る
低
コ
ス
ト
作
業
の
実
施
を
、
信
濃

町
の
霊
仙
寺
山
国
有
林
に
お
い
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

作
業
が
終
盤
に
差
し
掛
か
っ
た
十
一
月
十
二

日
、
こ
の
作
業
シ
ス
テ
ム
の
Ｐ
Ｒ
と
普
及
を
目

的
に
報
道
関
係
者
等
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
と
は
、
高
性
能
林
業
機

械
に
よ
る
伐
採
・
集
材
・
玉
切
・
運
搬
と
い
う

生
産
シ
ス
テ
ム
に
、
植
栽
工
程
が
軽
減
で
き
る

コ
ン
テ
ナ
苗
を
専
用
の
植
栽
器
具
を
使
用
し
て

植
え
付
け
る
作
業
を
加
え
た
作
業
シ
ス
テ
ム
の

こ
と
で
、
複
数
年
に
ま
た
が
る
事
業
を
、
単
年

度
で
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
作
業
の
効
率
化

が
図
ら
れ
ま
す
。

　

国
内
の
人
工
林
の
多
く
が
主
伐
期
を
迎
え
る

時
期
で
す
が
、
材
価
の
低
迷
や
植
付
・
保
育
に

要
す
る
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と
等
か
ら
主
伐
が
進

ま
な
い
状
況
に
あ
る
中
で
、
こ
の
作
業
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
再
造
林
コ
ス
ト
の
削
減
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
主
伐
か
ら
植
付
・
保
育
・
主

伐
と
い
っ
た
循
環
型
の
林
業
へ
の
誘
導
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

説
明
会
に
は
、
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
な
ど
六

社
と
、
県
関
係
者
、
一
貫
作
業
の
コ
ス
ト
分
析

等
に
つ
い
て
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
信
州
大

学
農
学
部
、
事
業
受
注
者
の
長
野
森
林
組
合
を

含
め
二
十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
初
雪
と
寒

さ
の
中
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
報
道
関

係
者
か
ら
は
、
普
段
で
は
見
ら
れ
な
い
高
性
能

林
業
機
械
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
拡
大
の
取

り
組
み
や
コ
ン
テ
ナ
苗
に
関
す
る
具
体
的
な
質

問
が
出
さ
れ
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
へ
の
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

 

［
中
信
署
］
十
一
月
十
一
日
に
北
ア
ル
プ
ス
上

高
地
に
あ
る
、
上
高
地
治
山
事
業
所
詰
所
を
講

義
室
に
国
内
最
大
の
ガ
イ
ド
団
体
で
あ
る
公
益

社
団
法
人
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
の
研
修
で
、

木
局
長
が
「
上
高
地
の
森
林
と
杣
人
（
そ
ま

び
と
）
の
歴
史
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

当
該
研
修
は
山
岳
ガ
イ
ド
の
認
定
資
格
を
取

得
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
ガ
イ
ド
実
地
研
修
の

検
定
員
を
養
成
す
る
た
め
の
も
の
で
、
北
海
道

か
ら
九
州
ま
で
の
山
岳
ガ
イ
ド
十
八
名
を
対
象

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
上
高
地
の
木
材
利
用
や
牧
場
利

用
等
の
歴
史
を
紹
介
し
、
上
高
地
が
か
つ
て
は

人
々
の
く
ら
し
の
基
盤
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
や
、
大
正
五
年
の
保
護
林
設
定
以
降
、

上
高
地
が
現
在
の
よ
う
に
自
然
保
護
を
重
視
し

て
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
等
を
紹
介

し
ま
し
た
。
ま
た
、
施
業
実
施
計
画
図
を
参
考

に
図
面
の
見
方
や
森
林
管
理
局
で
は
上
高
地
国

有
林
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
る
か
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
過
去
の
土
地
利
用
の
歴
史

が
ガ
イ
ド
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
点
が
多
い
」、「
現

在
の
上
高
地
も
林
班
・
小
班
毎
に
緻
密
に
管
理

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
た
」
等
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
十
月
十
七
日
、
名
古
屋
木

材
組
合
（
鈴
木
和
雄
組
合
長
）
の
研
修
と
し

て
、
間
伐
実
行
現
場
（
段
戸
国
有
林
）
視
察
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
風
二
十
六
号
通
過
の
影
響
も
な

く
、
台
風
一
過
の
晴
天
と
な
り
、
絶
好
の
見
学

日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

名
古
屋
事
務
所
で
は
、
愛
知
県
内
の
木
材
業

界
関
係
者
を
対
象
に
、
国
有
林
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
、
川
上
と
川
下
の
連
携
を

強
化
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
名
古
屋
木
材

組
合
と
検
討
を
重
ね
企
画
し
た
も
の
で
す
。
参

加
し
た
約
五
十
名
は
、
原
木
市
場
、
製
材
業

者
、
チ
ッ
プ
製
造
業
、
建
設
業
、
工
務
店
等
々

コンテナ苗植付作業取材の様子

テレビ取材の様子

受講の様子

山
岳
ガ
イ
ド
協
会
研
修
で

�

局
長
が
講
演

名
古
屋
木
材
組
合
の

�

国
有
林
視
察
会
を
開
催

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り
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の
職
員
で
、
日
頃
か
ら
木
材
に
関
わ
る
仕
事
を

し
て
い
て
も
、
間
伐
作
業
・
森
林
整
備
の
実
際

の
現
場
作
業
を
見
る
の
は
初
め
て
の
方
々
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。

　

間
伐
実
行
現
場
で
は
、
愛
知
森
林
管
理
事
務

所
の
協
力
を
得
て
、
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
に
よ
る

集
材
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
に
よ
る
造
材
作
業
の
工
程

を
見
学
し
ま
し
た
。
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る

間
伐
作
業
の
一
連
の
流
れ
を
見
た
参
加
者
は
、

　
「
最
近
の
森
林
作
業
の
様
子
が
よ
く
わ
か
っ

た
。」「
あ
っ
と
い
う
間
に
丸
太
に
な
る
の
に
驚

い
た
。」
と
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
森
林
作
業
道
の
重
要
性
、
木
材
の

流
通
、
木
材
利
用
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
様
々

な
質
問
が
出
ま
し
た
が
、
山
元
次
長
は
じ
め
担

当
者
ら
が
丁
寧
に
説
明
を
す
る
等
、
有
意
義
な

意
見
交
換
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
紅
葉
が
始
ま
り
か
け
た
段
戸
湖
湖

畔
で
と
り
、
裏
谷
原
生
林
の
散
策
を
楽
し
み
ま

し
た
。「
愛
知
県
に
こ
ん
な
原
生
林
が
あ
る
と

は
知
ら
な
か
っ
た
。
家
族
で
ま
た
来
よ
う
。」

と
い
う
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
設
楽
町
役
場
新
庁
舎
を
訪
問
し
ま

し
た
。
同
新
庁
舎
は
平
成
二
十
六
年
一
月
よ
り

運
用
開
始
さ
れ
る
予
定
で
、
木
造
平
屋
建
て
庁

舎
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
。
役
場
、
議

場
、
図
書
館
、
子
供
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
な

り
、
設
楽
町
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
造

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
林
業
の
盛
ん
な

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
町
民
の
誇
り
と
な

る
庁
舎
に
な
る
こ
と
を
祈
り
、
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
同
じ
木
材
を
扱
う
仕
事

を
し
て
い
な
が
ら
、
材
木
が
ど
う
や
っ
て
生
産

さ
れ
る
の
か
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
今
回
実

際
に
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
非
常
に
有
意
義

で
あ
っ
た
。」、「
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な

見
学
会
を
続
け
て
ほ
し
い
。」
と
の
感
想
や
意

見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
事
務
所
で
は
、
こ
う
い
っ
た
意
見
に

応
え
る
た
め
に
、
今
後
も
川
下
の
方
々
に
森
林

を
見
て
い
た
だ
き
、
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
並
び
に
木

材
利
用
の
推
進
に
努
め
て
い
く
考
え
で
す
。

 

［
東
濃
署
］
十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま

で
の
三
日
間
、
中
津
川
市
立
付
知
中
学
校
二
年

生
の
生
徒
二
名
が
東
濃
森
林
管
理
署
に
お
い

て
、
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
台
風
二
十
七
号
の
接
近
に
よ
り
、

空
模
様
を
見
な
が
ら
の
体
験
と
な
り
ま
し
た

が
、
川
上
国
有
林
で
林
道
工
事
箇
所
の
現
場
監

督
業
務
の
補
助
及
び
林
分
調
査
、
付
知
裏
木
曽

国
有
林
で
生
産
事
業
の
確
認
を
行
っ
た
ほ
か
、

署
内
で
は
自
分
た
ち
で
測
量
し
た
成
果
を
パ
ソ

コ
ン
に
取
り
込
ん
で
の
図
面
作
成
、
反
射
実
体

境
を
用
い
た
空
中
写
真
へ
の
国
有
林
・
林
班
界

の
書
き
込
み
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
青
山
君
と
加
地
君
は
「
祖
父
が
国

有
林
で
働
い
て
い
た
の
で
林
業
の
仕
事
に
憧
れ

て
い
ま
す
。」、「
大
工
の
仕
事
を
将
来
継
ぎ
た

い
の
で
木
や
森
林
に
つ
い
て
知
り
た
い
で
す
。」

と
、
し
っ
か
り
目
的
を
持
っ
て
ど
の
業
務
も
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
体
験
後
は
「
森

林
管
理
署
の
仕
事
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
祖
父
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
も
っ
と
林

業
に
慣
れ
て
い
き
た
い
で
す
。」「
森
林
管
理
署

は
森
林
の
保
育
な
ど
山
で
の
仕
事
が
主
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
様
々
な
仕
事
が
あ
る
の

に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。」「
挨
拶
の
大
切
さ
を

参加者からの様々な質問に答える山元次長

町の木材をふんだんに使用した設楽町新庁舎の事務室

業務服に身を包み懸命に取り組む生徒

中
学
生
の
職
場
体
験
学
習

高性能林業機械による造材等に、驚く参加者


